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持分法適用関連会社における減損損失の計上及び 

通期連結業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

当社は 2025年３月期第４四半期連結会計期間において、持分法適用関連会社における 

減損損失を計上し、2024年５月８日に公表しました 2025年３月期の通期連結業績予想値と

本日公表の実績値に差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 持分法適用関連会社における減損損失の計上について 

当社の持分法適用関連会社である南亞共和塑膠（南通）有限公司において、固定資産の回

収可能性を慎重に検討した結果、減損処理 639 百万円を行いました。これにより連結決算にお

いて持分法による投資損失 386百万円を営業外費用に計上いたしました。 

 

２． 2025年３月期 通期連結業績予想値と実績値との差異について 

 （2024年４月１日～2025年３月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属

す る 当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 53,000 2,600 2,650 1,750 72.62 

実績値    （Ｂ） 56,397 2,140 1,679 1,100 46.10 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 3,397 ▲459 ▲970 ▲649  

増 減 率（ ％ ） 6.4 ▲17.7 ▲36.6 ▲37.1  

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

（2024 年３月期） 
52,037 2,567 2,704 1,958 81.29 

 

３．理由 

 2025 年３月期の通期業績は、中国子会社の受注回復はありましたが商品構成の変化による収益

性の悪化や一部材料の急激な高騰があったことで売上高および営業利益で前回予想との差異が発

生いたしました。加えて上記１．に記載のとおり持分法による投資損失の計上をしたことで、経

常利益および親会社株主に帰属する当期純利益はさらに前回予想を下回る結果となりました。                                

 以 上 


